
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 3 科目 6 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

授業科目

データリテラシーⅡ

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

プログラム上の必修科目3科目6単位をすべて修得する。
なお修了要件には含まれないが、選択科目を3科目6単位設ける。
必修科目：「確率と統計」、「AIリテラシー」、「データリテラシーⅡ」
選択科目：「数理の世界」、「PC・ネットワーク入門」、「データリテラシーⅠ」

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

AIリテラシー

授業科目

様式１

授業科目

AIリテラシー

授業科目

愛知東邦大学

数理・データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘル
スケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

AIリテラシー

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違しない

AIリテラシー

授業科目

授業科目
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○

2 ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

データリテラシーⅡ

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

数理の世界 4-1統計および数理基礎

選択項目

AIリテラシー

授業科目

4-1統計および数理基礎

授業科目

選択項目 授業科目

確率と統計

データリテラシーⅠ

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

データリテラシーⅠ

4-1統計および数理基礎

4-1統計および数理基礎

AIリテラシー 4‐2アルゴリズム基礎

データリテラシーⅠ 4‐2アルゴリズム基礎

確率と統計

データリテラシーⅡ 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

データリテラシーⅡ 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

授業に含まれている内容・要素

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

講義内容

・AI、ビッグデータ「AIリテラシー」（第2回）
・AI「AIリテラシー」（第6回）
・AI「AIリテラシー」（第9回）
・AI「AIリテラシー」（第10回）
・人間の知的活動とAIの関係性「AIリテラシー」（第12回）
・人間の知的活動とAIの関係性「AIリテラシー」（第13回）
・人間の知的活動とAIの関係性「AIリテラシー」（第14回）

・AI最新技術の活用例「AIリテラシー」（第8回）

・調査データ、実験データ「確率と統計」（第1回）
・データ作成、データのオープン化「データリテラシーⅡ」（第2回）

・AI活用領域の広がり「AIリテラシー」（第10回）

・データ解析「AIリテラシー」（第12回）
・非構造化データ処理「AIリテラシー」（第13回）

・データサイエンスのサイクル「AIリテラシー」（第12回）
・データ可視化「AIリテラシー」（第14回）

授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

講義内容

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

・匿名加工情報、暗号化と復号、ユーザ認証と、パスワード、アクセス制御、悪意ある情報搾取「AIリテラシー」（第5回）

・データの種類「確率と統計」（第1回）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値(「確率と統計」（第2回）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値「確率と統計」（第3回）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値「確率と統計」（第4回）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値「確率と統計」（第5回）
・データのばらつき「確率と統計」（第6回）
・データのばらつき「確率と統計」（第7回）
・クロス集計表「確率と統計」（第8回）
・相関と因果「確率と統計」（第9回）
・相関と因果「確率と統計」（第10回）
・母集団と標本抽出「確率と統計」（第14回）
・データの種類「データリテラシーⅡ」（第3回）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値「データリテラシーⅡ」（第4回）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値「データリテラシーⅡ」（第5回）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値「データリテラシーⅡ」（第6回）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値「データリテラシーⅡ」（第7回）
・データのばらつき「データリテラシーⅡ」（第8回）
・相関と因果「データリテラシーⅡ」（第9回）
・データの分布(ヒストグラム)と代表値、データのばらつき「数理の世界」（第9回）

・データ表現「確率と統計」（第9回）
・データ表現「データリテラシーⅠ」（第13回）
・データ表現「データリテラシーⅠ」（第14回）
・データ表現「データリテラシーⅠ」（第15回）
・データ表現「データリテラシーⅡ」（第10回）

・データの取得「データリテラシーⅡ」（第3回）
・「データリテラシーⅡ」（第4回）
・「データリテラシーⅡ」（第7回）

・倫理的・法的・社会的課題「AIリテラシー」（第5回）

・実社会において求められる、最新のAI/ICTに関する基本的な知識を修得する。
・データリテラシーに必要なデータに関する知識、分析方法、活用力を修得する。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度

②大学等全体の男女別学生数 男性 986 人 女性 438 人 （ 合計 1424 人 ）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

経営学部 700 160 628 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 2%

人間健康学部 499 120 480 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1%

教育学部 225 68 296 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 1,424 348 1,404 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 1%

令和4年度 令和3年度

愛知東邦大学

令和2年度

プログラムの履修者数等の実績について

令和5

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和5年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和元年度 平成30年度
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大学等名

① 全学の教員数 59 人 （非常勤） 95 人

② プログラムの授業を教えている教員数 7 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

愛知東邦大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

教養教育センター運営委員会規程、教養教育センターに関する規程

教養教育のための基盤的教育システムの整備を目的とする。
目的達成のため、以下の事項に取り組む。

教養教育センター運営委員会
（１）教養教育の在り方の検討および提案に関する事項
（２）教養教育に係るカリキュラムの点検・ 評価、改善に関する事項
（３）教養教育と学部専門科目との連携・調整に関する事項
（４）教養教育の科目担当者の配置等、運用に関する事項

教養教育センター
（１）教養教育の履修指導、融合領域（「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル ）」等）の
実務に関する事項
（２）教養教育に係る調査研究に関する事項
（３）その他教養教育に関する事項

＜委員長・センター長＞
人間健康学部　教授　西尾敦史

＜副委員長＞
教務課長　富田敦史

＜委員＞
経営学部　教授　宮本佳範
経営学部　教授　手嶋慎介
人間健康学部　講師　松村雄樹
教育学部　教授　伊藤龍仁
教務課員　遠藤桃子

教養教育センター運営委員会、教養教育センター

西尾 敦史 教養教育センター運営委員長

西尾 敦史 教養教育センター長

(常勤）
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和５年度実績 令和６年度予定 令和７年度予定 17%

令和８年度予定 令和９年度予定 収容定員（名） 1,404

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

具体的な計画

23%

全学生が履修可能な総合教養科目にてプログラムを実施する。
学修環境確保のため、全学生に対してPC必携化を実施し、学内Wi-Fiを設置している。

入学前：大学案内や公式ウェブサイトにて周知を行う。
入学後：1年生前期において、ガイダンス時ならびに全員履修となる「PC・ネットワーク入門」に
おいて、本プログラムの目的・意義等を説明する機会を設ける。学生用ウェブサイトに同内容を
掲載し、学生がプログラムについていつでも知ることができるようにする。

1%

20%

15%

履修者数・履修率の向上に向け、教養教育センターを主体として取組・改善を実施する。上記
の予定に加え、令和１２年度には90名程度（入学定員の25％）まで履修者を増やすことを目標
とする。目標達成のために、プログラムの周知、学生のサポート、プログラムの点検・評価を年
度ごとに行い、改善を実施する。
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

学生からの履修相談に応じるため、教養教育センター運営委員らによるオフィスアワー等の時
間を確保するなどの体制を設ける。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

学生からの履修相談に応じるため、教養教育センター運営委員らによるオフィスアワー等の時
間を確保するなどの体制を設ける。
授業時間外の学修・質問を可能とするため、本学指定のLMSをすべての科目に設ける。また、
一部教員のメールアドレスを学生用ウェブサイトに掲載する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 愛知東邦大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 西尾 敦史 （役職名） 教養教育センター運営委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

プログラムを実施していくにあたり蓄積される諸データ（履修情報、成績、授業評価アンケート結果等）の分析を行うこと
により学修成果の点検・評価を行う。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

プログラムを構成する科目の履修・単位修得状況については、教務システム上で把握することができる。また、このシ
ステムを利用して、教養教育センターでも同様に把握することができる。
履修登録時点および学期末時点で、プログラムの履修および修得状況を把握する。

教養教育センター運営委員会

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

全学的に実施している授業評価アンケートの結果を教養教育センター委員会にて分析する。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

本プログラムの履修者に対して、個別のアンケートを実施し、学生の理解度について分析を行う。、また満足度につい
ても同時に調査する。このアンケート結果は学生用のwebサイトに公開するため、後輩学生が本プログラムを履修する
ための判断材料となる。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

1年生前期ガイダンス時ならびに1年前期に全員履修となる「PC・ネットワーク入門」において、本プログラムの目的・意
義等を説明する機会を設けている。
プログラムを実施していくにあたり蓄積される諸データ（履修情報、成績、授業評価アンケート結果等）の分析を行う。こ
れにより、履修者数が向上するよう時間割配置などの見直しを行う。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

全学的に実施している授業評価アンケートの結果を教養教育センター委員会にて分析する。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

現時点で本プログラムを修了した卒業生はいないため、外部の直接的な評価を得ることは難しい状況である。
今後はプログラムを修了した卒業生の就職先実績等を鑑み、プログラム改善の判断材料の一つとする。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本学では「内部質保証に関する全学的な方針」を定めており、この中で外部評価を実施することとしている。この外部評
価の中に本プログラムに関する事項を含めることで、本評価とすることとしたい。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

全学的に実施している授業評価アンケートの結果を教養教育センター委員会にて分析する。


